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回収校数 121 110 69  3  9 312
対象校数 300 300 152 27 24 803





表 2 　児童生徒数　（単位：校） 空欄は 0  
校　　種
200人 201～ 401～ 601～ 801～ 851～ 1000人
無回答 計
以下 400人 600人 800人 850人 1000人 以上
小学校 28 30 29 18  3 9 3 1 121
中学校 16 24 30 29  3 6 1 1 110
高等学校（全日制）  2  5  9 20 29 4  69
高等学校（定時制）  2  1 　3
特別支援学校  7  2 　9
合　計 55 59 70 68 35 15 8 2 312
（ 3 ）養護教諭の配置状況
養護教諭の配置状況については、校種別および複数配置の有無別の学校数を表 3 に示す。








あり なし あり なし
小学校 12 107 2 121 高等学校（定時制） 　3
中学校 15  95 110 特別支援学校  9
高等学校（全日制） 40  29  69 合計 76 235 2 312
（ 4 ）養護教諭の経験年数
養護教諭の経験年数は21年～30年が最も多く104人であり、次いで、 3 ～10年が72人、 3 年以上
が69人であった。経験年数別の人数を表 4 に示す。
表 4 　経験年数　　（単位：人） 空欄は 0  
校　　種 1 年 2 年 3 ～10年 11～20年 21～30年 31年以上 合計
小学校  5  5 30 14  36 31 121
中学校  7  7 20 11  42 23 110
高等学校（全日制）  3 18  9  24 15  69
高等学校（定時制）  1  1 　1 　3
特別支援学校  1  3  4 　1 　9




表 5 　雇用形態　　（単位：人） 空欄は 0  
校　　種 正規採用 期限付き講師 産育休講師 無回答 合計
小学校 103 12  6 121
中学校  96  6  8 110
高等学校（全日制）  61  5  2 1  69
高等学校（定時制） 　3 　3
特別支援学校 　8  1 　9











表 6 　処置件数　　（単位：件） 空欄は 0  
校　種
200人 201～ 401～ 601～ 801～ 851～ 1001人





































































表 7 　病院に引率した件数　（単位：件） 空欄は 0 　
校　種
200人 201～ 401～ 601～ 801～ 851～ 1001人
以下 400人 600人 800人 850人 1000人 以上
小学校（121校）0＜6＜35 0＜25＜90
5＜30＜













（定時制 3 校） 0＜1＜1 2
特別支援学校












表 8 　外科的処置で最も多かったもの　　（単位：校） 空欄は 0    
校　種 筋痛
骨折 挫傷 挫創 擦過傷切創 打撲 痛み 突き指捻挫 鼻血 疼痛 無回答
有効
回答数
小学校 1  3 1  84 16 1  1 14 121
中学校 1 2  6  38 1 29 6 22 1  4 110
高等学校（全日制）  2  41 1 22 1  2  69
高等学校（定時制） 　2 1 　3






方　　法 校数 方　　　　　　　法 校数
①流水で洗う  9 ①流水で洗う＋③滅菌ガーゼを当てる  16
②消毒をする 15 ②消毒をする＋③滅菌ガーゼを当てる   6
③滅菌ガーゼを当てる  1 ①流水で洗う＋②消毒をする＋③滅菌ガーゼを当てる 210
①流水で洗う＋②消毒をする 48 無回答   5





養 護 教 諭 が





養 護 教 諭 と
保 護 者 で 判
断をする
部位や場合、
様 子 等 か ら
判断をする
無回答 合計
小学校 67 41 4 2 7 121
中学校 71 22 3 7 7 110
高等学校（全日制） 52 11 2 1 3  69
高等学校（定時制）  3 　3
特別支援学校  4  3 　　 2 　9





移送方法 校数 計 （％）









保護者  15  15  4.8
徒歩 　3 　3  1.0






校　　　種 事例数 校　　　種 事例数
小学校 45 高等学校（定時制） 　0
中学校 44 特別支援学校 　3
高等学校（全日制） 27 合　計 119
表13　ヒヤットしたりハットしたりした主な内容
見立て ヒヤリハットの理由 対　　　応　　　状　　　況　　（　）校数
移送 移 送 判 断
移 送 方 法






頭部打撲頭 部 打 撲
意 識 障 害
頭 部 打 撲
頭 部 打 撲















腎 臓 損 傷
腹 部 出 血
腎 臓 負 傷










腰 椎 骨 折
腰 椎 骨 折
眼 底 骨 折




















安 全 管 理
判 断 誤 る
判 断 誤 る
判 断 誤 る
安 全 管 理
安 全 管 理
安 全 指 導
自 己 判 断
自 己 判 断



















表14　内科的な疾患の処置件数　　（単位：件） 空欄は 0 　
校　　種
200人 201～ 401～ 601～ 801～ 851～ 1001人


























































学校規模別にみた 1 校あたりの処置件数を図 3 で示すと、小、中学校では学校規模が大きくなる
と内科的な疾患を訴える者も多くなっている。高等学校（全日制）では、401人～600人で多くなっ
ている。





表15　最も多かった主訴　　（単位：校） 空欄は 0  
校　種
頭痛 腹痛 悪心 不快感発熱 倦怠感かぜ 体調不良てんかん様子が違う無回答不定愁訴
合　計
小学校  64 21 11 4 4 1 1 15 121
中学校  54 14 22 3 2 3 1 1  9 1 110
高等学校
（全日制）  31 10 14 6 2 2 1  3  69
高等学校
（定時制） 　1  1 1 　3
特別支援学校 　2 3 2 1 1 　9




校　　種 主訴に基づき問診と必要な測定を行った後、休養の必要性を総合的に判断する その他 無回答 合計
小学校 79 34 8 121
中学校 73 29 8 110
高等学校 49 17 6  72

























校　　種 養護教諭 保健係 その他 回答校数
小学校  65 21  3  89
中学校  43 32  7  82
高等学校  15 11 21  47
特別支援学校 　6  0  1 　7
















小学校 118 3 227 112 13 90 12
中学校 107 3 195 107 12 67  9
高等学校  71 1 121  61  6 44 10
特別支援学校 　9 0  14 　6  0  6  2





・授業が受けられない状態（ 2 ） ・休養しても治らない


























小学校 117 143  66（46.2）  44（30.8） 22（15.4）  6（ 4.2）  5
中学校 107 139  31（22.3）  67（48.2） 21（15.1） 13（ 9.4）  7
高等学校  69  85 　1（ 1.1）  51（60.0） 0 16（18.8） 17
特別支援学校 　9  10 　5（50.0） 　4（40.0） 0 0  1




校　　　　種 事例数 校　　　　種 事例数
小学校 24 高等学校（定時制）   0
中学校 41 特別支援学校   1




















































































人以上になると引率人数も45人と 3 倍となっている。中学校では600人の規模では 6 人～25人
であるが、601人～1000人の規模では39人から46人となっている。小学校では801人～850人の
規模で処置人数が急減していることに関連して引率人数も少ない。




た、組み合わせでは、流水で洗うのみ 9 校、滅菌ガーゼをあてる 1 校、流水で洗い消毒し滅菌
ガーゼをあてる210校、流水で洗い滅菌ガーゼをあてる16校、消毒し滅菌ガーゼをあてる 6 校、
流水で洗い消毒する48校、消毒する15校、その他 2 校、空欄 6 校であった。
 なお、この質問項目は創傷など想定し作成した。打撲や捻挫は考えの中に入っていなかったた
































連想される事柄（校数） 具体的事柄 校数 具体的事柄 校数
救急処置 （52）
救急処置 19 外科、内科の手当 3
応急処置（手当） 10 傷病者の対応 1
怪我、病気の対応 18 けが、体調不良の処置 1
看護師 （23）看護師 22 ナース業務 1
保健室・養護教諭の執務
 （13）
保健室の仕事  6 養護教諭の執務の一部 1
スクールナース  5 養護教諭の執務 1
内科的処置対応 （11）
体調不良者の対応  4 心身の傷病の手当て 1
病気時の付き添い、手当  3 けが、病気での心身のケア 1
要配慮者の身体的、精神的援助  1 精神的、身体的な症状への対応 1
医療的支援 （ 7 ）
医療的支援  2 医療的処置 1








執　務　内　容 校　数 執　務　内　容 校　数
救急処置 239（17.2） 発育測定 110（7.9）
健康観察 174（12.5） 保健学習 53（3.8）
伝染病の予防 172（12.4） 学校環境衛生 53（3.8）
健康相談活動 139（10.0） 学校保健委員会 28（2.0）
健康診断 132（ 9.5） 組織活動 26（1.9）
欠席把握 114（ 8.2） 児童生徒の委員会活動 25（1.8）





校　　種 有効回答数 出張等 自費 出張等・自費
小学校 79 48 4 27
中学校 80 42 4 34
高等学校 57 25 4 28





具体的内容 校　数 具体的内容 校　数
救急法 187（91.2） 応急処置 6（2.9）
AED  26（12.7） テーピング 6（2.9）
健康相談活動 10（ 4.8） 看護学 5（2.4）
心肺蘇生法 10（ 4.8） 糖尿病 5（2.4）







学校看護の内容 学校看護の具体的内容 校数 学校看護の具体的内容 校数
外科的処置
　173（63.6％）
外傷の手当て 115 包帯法 22
救急処置・応急手当  22 外科的処置  3








内科的疾患の処置  16 糖尿病者の対応  1
子供のかかりやすい病気 　2 喘息生徒の対応  1
緊急時（けが人大量発生）の対応 　2 伝染病・感染症  3
罨法 　1 アレルギーのケア  2
アナフィラキシーのケア 　2 熱中症の応急手当  1
食中毒の応急手当 　1 導尿の方法  1
相談活動
　17（6.3％）
相談活動 　4 カウンセリング  4

































































































































































































8 ）小倉学は、「養護教諭の機能の体系化（試案）試案 3 」1969
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